
授業づくり部会

実践１　
ICTを効果的に使い、協働的な学びの中で考えを広
げ、深める授業づくり



金剛学習スタイル 学校全体で共通理解をし、授業づくりを進めた。

これはどうかな？（問いをもつ）
☆自分たちでめあてをたてる。
☆「今日は〇〇について知りたい！考えたい！」と意欲が高まる。
☆前時の振り返りから、もっと考えたいことが見つかる。

 
 

単元全体を見通し、主体的に学びに向かう課題づくり

２年　国語科「かんさつ名人になろう」
スカイメニュー　発表ノート

３年　総合的な学習
「やつぎ発見プロジェクト」
スプレッドシート

めあてを立て、意欲をもって取り組むため
に、自分の気持ちを言語化する。

タブレットで国語科での前時の学習内容を
各自で確認し、課題を決定する。

電子黒板で、生活科の町探検での楽しかっ
たトマトハウス見学を想起できる。

#


一つの画面で全員が共同作業をすること
ができる。

一つの画面で見ることができるため、
課題の集約もしやすくなる。

６年社会科「全国統一への動き」課題づくり　canva（ホワイトボード）クラスルーム

疑問に思うこと、もっと調べてみたいこと、予想などを付箋を
使って出し合い、学習課題を決めていく。

やってみよう
☆友達と考えを比べる。
☆「わかった！」「なるほど！」など納得できる考えにたどり着く。
☆今までの学習を基にして、解決する手段を探りながら、課題に取り組む。

友達と交流しながら写真に気付きを書き込んだり加筆し
たりすることができる。「目がまるくてすごい。」という表
現が「目がまるくて大きい。」という表現に変わった。

グループの友達のスライドも
編集することができるので、
互いに作品を見合って加筆、
修正ができる。

１年　国語科「しらせたいな、見せたいな」　スカイメニュー　発表ノート

３年　総合的な学習
「やつぎ発見プロジェクト」グー
グルスライド



タブレットを使うことで図形を描いたりや書き込
みをしたりすることが簡単に分かりやすくでき
る。

５年　算数科　スカイメニュー　発表ノート

他の児童の考えを見ることで交流してみたい人のと
ころに行って話をすることができる。

2年　国語科「かんさつ名人になろう」
スカイメニュー　発表ノート　 

みんなは、どんな
かんさつのポイントに
ついて書いたのかな。

6年　算数科「場合を順序よく整理して」
スカイメニュー　みんなの作品 



スカイメニュー　発表ノート　 

 

友達が作成したスライドに対するアドバイス
を行う。ＩＣＴを使うか付箋(紙)を使うかは児
童が自分で選択する。

３年　総合的な学習
「やつぎ発見プロジェクト」
クラスルーム　グーグルスライド
スカイメニュー　発表ノート　 

  ６年　国語科「『考える』とは」　

  canva（ワークシート） クラスルーム　　 

Ｃａｎｖａアプリを使ったワークシートを
児童に配付することで、それぞれの児童が
自分のシートに書き込みをしたり、同時編
集をしたりすることができる。困ったとき
には友達のワークシートを参照することが
でき、自分の考えを書き込むことが難しい
児童も書き込みができるようになった。家
庭学習で書き込みができるのも利点であ
る。教師は児童の様子や気になる児童を同
時に見取ることができ、修正、加筆をする
こともできる。 



2年　国語「かんさつ名人になろう」

スカイメニュー　発表ノート　 

1年　生活「学校にくるみち、かえるみち」
スカイメニュー　発表ノート

3年　国語「もっと知りたい、とも
だちのこと」
スカイメニュー　発表ノート

５年　社会「自然条件と人々のくらし」
Canva 　ワークシート

相手意識（友達・家族）を
はっきりともち、自分の考
え・気付きをまとめて発表
する。

クラスや異学年の友達に

通学路で見つけたものを写真に
撮り、友達に紹介する。  

自分のことを友達に知って
もらうためのプレゼンテー
ション。写真があることで、
より詳しく聞き手に伝わる。
それを受けて、聞き手が発
表者にもっとしりたいことを
質問をする。

 

自分たちが育てた野菜を丁寧に観
察し、撮りためていた写真をもとに、
成長の様子を１年生に伝えることが
できた。 

沖縄について学んだこ
とを共同編集し、別の
グループにまとめたこと
を発表する。　 

2年　生活　金剛のすてき見つけた（町探検）
スカイメニュー　発表ノート　

相手意識（友達・家族）を
はっきりともち、自分の考
え・気付きをまとめて発表
する。

家族に

６年　総合的な学習　平和学習
スカイメニュー　　発表ノート

修学旅行で学んできたことをもとに、平和
について考えたり調べたりしたこと家族に
向けて発表した。

校区探検の様子をタブレットでグループ共
有し、まとめて発表した。

 



山江村の小学生との交流 欠席の児童へのオンライン授業

山江村の子供たちと
交流前の学校紹介を
オンラインで行う。 

欠席した児童も一緒に授業の
様子を見ることができるオンラ
イン授業を行う。

授業中に分から
ないことがある
と、メッセージで質
問を送ってくる。

しっかり学べたかな？
☆振り返りの中に学びに対する新しい気付きがある。
☆できなかったこと、上手くいかなかったことが、できるようになる。
☆課題に対してとるべき手段、考え方が見つかる。

６年国語科「『考える』とは」スプレッドシート



振り返りの中に「次の時間に勉強したい
こと」「疑問に思ったこと」などを書くこと
で次の時間につなげる。

振り返り例をプルダウンにして振り返りシー
トに入れておくことで低学年でも振り返りが
書きやすくなる。

その時間に作成したスライドのある場所をリンクで貼っておくことで学
習の足跡を残し、いつでも見ることができる。

６年社会科「大陸に学んだ国づくり」スプレッドシート

３年総合的な学習「弥次プロジェクト」スプレッドシート

５年　社会科「未来を支える食料生産
『米づくりのさかんな地域』」スプレッドシート
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教師側からの評価もプルダウン形式で振り返りシートに入れておくことで簡単に評
価を返すことができる。また、よいまとめや振り返りに色を付けることで、児童もど
のような書き方がよいのかを考えたり、参考にしたりすることができる。



実践２　振り返りの視点・発表の話形の提示

発表する際の話形や振り返りの視点を全クラスに提示することで児
童が自分の思いを表現しやすくなるようにする。

発表の話形



まとめ
  〇「児童が主体的に学ぶICTを活用した授業づくり」という視点において、　「単元
全体を見通して、本単元及び本時で身に付ける資質・能力を明確に　した授業づく
り」については、研究授業を中心に研究を進める中で、児童　の実態や課題を的確
に捉え、その課題克服に向けた単元構想を作成し、構　想案の工夫を行うことで、
教師が児童に「こういう力を身に付けさせた　　い」という思いをしっかりともって授
業に臨むようにしてきた。

〇「教材を介して教師と児童、児童同士が向かい合い、共に教材に挑み学び　合う
授業づくり」に関しては、“こやし”の授業スタイルの中でICTの効果的　な活用をそ
れぞれの場面で模索しながら教師が互いに学び合い、学んだ　　ツールを使って有
効な活用法を検証してきた。今後、さらに工夫を重ね、　児童が主体的に課題に向
き合って考動できるような授業づくりができるよ
　 うにしていきたい。

 

成果と課題

児童が主体的に学ぶICTを活用した授業づくり
○ICTをを活用し、みんなの考えを共有できることで、自分とは違う考え方を得ることができた
り、新しい考え方から自分の考えを広げたりすることができた。

○授業中だけでなく家庭に帰ってからも、その日の学習内容を振り返ることができた。家庭学
習の中で、自分の考えを再考し、深めることができた。

○指導者が、児童に考えてほしい内容を事前に提示することで、児童は、授業に必要な資料
を調べ、情報を集めるなど準備し、のぞむことができた。

○ICTを指導者が使いこなせるようになるまでに、時間がかかった。教職員のICTスキルの
個人差は大きいが、だからこそ、共通実践の意味がある。それぞれがICTスキルを高める
ための研修を積んだり、共通実践を行ったりしていくことで活用の幅を広げていくことができ
た。また、ICT授業サポーターにも大きく助けられている。

●児童のICTスキルに差がある。児童が主体的に学ぶためには、各学年での系統的な計画
を立て、スキルアップを積み上げていく時間の確保が必要であった。共有、まとめ方、振り
返りの場面などで、児童のスキルに合わせた学び方の選択の幅を持たせることも必要であ
る。


